
　
こ
れ
か
ら
柑
橘
類
の
開
花
が
始
ま
り
、ミ
ツ

バ
チ
が
蜜
や
花
粉
を
求
め
て
訪
花
す
る
時
期

と
な
り
ま
す
。農
薬
散
布
の
際
は
、次
の
３
点

に
留
意
し
、ミ
ツ
バ
チ
の
死
亡
事
故
が
発
生
し

な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
農
薬
は
ラ
ベ
ル
で
ミ
ツ
バ
チ
に
影
響
が
あ

る
薬
剤
か
ど
う
か
を
確
認
し
、使
用
上
の
注
意

事
項
に
従
い
適
正
に
使
用
す
る
。

②
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計

画
な
ど
事
前
に
情
報
交
換
を
す
る
。

③
防
除
時
は
、ほ
場
周
辺
を
十
分
確
認
し
、ミ

ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
注
意
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６・３
３
３・２
４
０
１

　
玉
名
地
域
振
興
局
　
農
業
普
及・振
興
課

☎
０
９
６
8・7
4・２
1
3
5

　　
平
成
27
年
度
に
立
ち
上
げ
た
バ
レ
イ
ア
Ｓ

Ｃ・イ
ン
テ
リ
オ
ー
ル
で
す
が
、11
人
で
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、練
習
の
成
果
を
試

す
た
め
に
大
会
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

無
料
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
学
年
　
小
学
１
年
生
〜
６
年
生

練
習
日
　
月
曜・木
曜

練
習
場
所・練
習
時
間

月
曜
　
菊
水
西
小・体
育
館

　
　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
45
分

木
曜
　
和
水
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
午
後
６
時
〜
７
時
15
分

雨
の
場
合
は
、和
水
町
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ・バ
レ
イ
ア
　
田
上
　
辰
徳

　
☎
０
９
０・７
９
８
３・０
２
４
６

　
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
救
命
手
当
て
の

重
要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、心
肺
蘇
生
法
を

覚
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、救
命
講
習
会
を
下

記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。ま
た
、こ
の
講
習

会
を
修
了
さ
れ
た
人
に
は
修
了
証
カ
ー
ド
の

発
行
を
し
ま
す
。住
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
　
４
月
17
日（
日
）午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
玉
名
消
防
署
　
２
階
会
議
室

内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
命
講
習
会

定
員
　
先
着
15
人
ま
で（
事
前
に
電
話
に
て
申

込
み
が
必
要
で
す
。）

参
加
費
　
無
料

そ
の
他
　
以
前
に
、普
通
救
命
講
習
会
を
受
け

ら
れ
た
人
は
、修
了
証
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
下

さ
い
。

※
参
加
申
し
込
み
数
が
５
人
以
上
に
満
た
な

い
場
合
、開
催
を
延
期
ま
た
は
中
止
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

　
玉
名
消
防
署
　
救
急
係
　
　

☎
０
９
６
８・７
３・７
１
１
７

　
要
約
筆
記
と
は
、中
途
失
聴
・
難
聴
者
の
人

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
社
会
参
加
を
支

援
す
る
も
の
で
す
。パ
ソ
コ
ン
入
力
や
手
書
き

で
、講
演
会
や
会
議
な
ど
の
場
面
で
話
を
聞
き

な
が
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
要
約
し
て
い
く
文

字
に
よ
る
通
訳
で
す
。

と
き
　
５
月
12
日（
木
）〜
10
月
27
日（
木
）

　
毎
週
木
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
熊
本
県
身
体
障
が
い
者
福
祉
セ
ン

タ
ー（
熊
本
市
東
区
長
嶺
南
２
丁
目
３‐２
）

対
象
　
高
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
し
、聴
覚

障
害
者
へ
の
支
援
に
関
心
が
あ
る
人

定
員
　
①
手
書
き
20
人
、②
パ
ソ
コ
ン
20
人

　
ど
ち
ら
も
先
着
順

費
用
　
３
，４
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
締
切
　
４
月
30
日（
土
）

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６・３
８
３・５
５
９
５

訓
練
コ
ー
ス

　
①
経
理
事
務
科
　
②
パ
ソ
コ
ン
初
級
科

募
集
期
限
　
５
月
２
日（
月
）

定
員
　
①
30
人
　
②
20
人

訓
練
期
間
　
①
６
月
１
日（
水
）か
ら
６
カ
月

　
　
　
　
　
②
６
月
１
日（
水
）か
ら
３
カ
月

受
講
料
　
無
料（
教
科
書
代
は
別
途
有
料
）

入
校
選
考
日
時

　
①
５
月
12
日（
木
）②
5
月
13
日（
金
）

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
玉
名

☎
０
９
６
８・７
２・８
６
０
９

募
集
期
限
　
５
月
９
日（
月
）

　
募
集
期
間
に
合
わ
せ
、事
業
概
要
の
説
明
や

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
験
談・活
動
紹
介
を
行

う
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
①
４
月
２
日（
土
）

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
　
　
②
４
月
20
日（
水
）午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ
　
①
②
熊
本
市
国
際
交
流
会
館
４
階

（
熊
本
市
中
央
区
花
畑
町
４
番
18
号
）

問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
市
民
参
加
協
力
課

☎
０
９
３・６
７
１・６
３
１
１

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
・

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ミ
ツ
バ
チ
に
農
薬
危
害
を

与
え
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す

救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

要
約
筆
記
者
養
成
講
座
受
講
生
募
集

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校
訓
練
生
募
集

サ
ッ
カ
ー
キ
ッ
ズ
募
集
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て
い
ま
す
。
こ
れ
よ
り
下
位
は
古
い
時
代

の
採
石
場
の
事
も
あ
っ
て
、
大
方
、
凝
灰

岩
の
絶
壁
に
な
っ
て
い
ま
す
。

付
記
：
中
世
城
跡
の
調
査

　
城
内
に
ど
の
様
な
造
成
地
が
存
在
し
て

い
る
か
の
調
査
に
な
り
ま
す
。
詳
細
に
測

量
し
て
図
面
を
作
成
し
ま
す
。
後
世
の
造

成
地
と
の
見
極
め
は
、
そ
の
後
の
検
討
課

題
で
す
。

　
中
世
城
の
縄
張
り
は
、
現
況
か
ら
推
定

す
る
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
こ
れ
は
、

段
々
畑
の
で
は
な
い
か
」
そ
の
様
な
消
極

的
な
事
を
言
っ
て
い
た
ら
、
研
究
は
前
進

し
ま
せ
ん
。
た

と
え
、
段
々
畑

で
あ
っ
て
も
、

城
時
代
の
遺
構

が
呼
び
水
に

な
っ
て
い
る
と

考
え
ま
す
。
測

量
図
面
を
見
て
、

縄
張
り
を
あ
れ

こ
れ
推
論
す
る

の
で
す
。

列
し
て
、
東
直
上
で
城
尾
の
平
地
と
接
し

ま
す
。
高
低
差
は
、
26
と
上
段
32
（
登
城

道
が
通
り
ま
す
）
で
６
・
１
ｍ
、
７
と
城

尾
平
地
（
４
）
で
１
・
６
ｍ
で
す
。Ａ
の
西

縁
下
は
、
下
段
面
Ｃ
―
１
と
２
・
３
〜
２
・

７
ｍ
の
高
低
差
が
あ
り
、
間
に
削
り
だ
さ

れ
た
崖
線
が
入
り
ま
す
。
登
城
道
か
ら
の

敵
方
は
、
こ
の
エ
リ
ア
で
撃
退
す
る
作
戦

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
以
前
に
も
指
摘
し

ま
し
た
が
、
敵
方
を
こ
の
斜
面
部
（
Ｃ
と

Ｄ
を
含
み
ま
す
）
に
、
全
て
追
い
込
む
作

戦
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
城
尾
平
地
は
、
戦

い
の
場
と
し
て
は
、
余
り
に
広
過
ぎ
ま
す
。

有
事
の
際
は
、
領
民
が
籠
城
す
る
場
で
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

〔
Ｃ
〕

　
23
〜
37
〜
38
は
、
斜
面
部
の
中
位
に
連

な
り
ま
す
。
38
は
、
大
型
で
造
成
の
度
合

い
が
高
い
平
地
で
す
。
西
縁
下
に
は
細
帯

状
削
平
地
43
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
下
位
は
、

地
形
が
一
変
し
て
広
い
平
地
に
な
り
ま
す
。

こ
の
個
所
は
、
後
世
の
造
成
地
で
し
ょ
う
。

〔
Ｃ―

１
〕

　
Ｂ
と
Ｃ
の
間
に
挟
ま
れ
て
、
中
段
に
42
、

上
段
に
25
が
あ
り
ま
す
。Ｃ
を
補
助
す
る
区

画
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

〔
Ｄ（
第
２
防
衛
ラ
イ
ン
）〕

　
21
〜
20
〜
36
は
、
斜
面
下
位
に
連
な
っ

月
、
堀
切
の
西
斜
面
を
調
査
し

ま
し
た
。
時
折
、
小
鳥
の
さ
え

ず
り
が
響
き
わ
た
り
、
春
の
訪
れ
が
近
い

事
が
分
か
り
ま
す
。

城
尾
・
堀
切
の
西
下

　
何
度
も
申
し
ま
し
た
が
、
堀
切
は
、
山

の
尾
根
が
極
端
に
括
れ
る
所
に
造
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
東
西
両
側
か
ら
迫
地
が
食
い

込
み
、
斜
面
部
に
は
、
造
成
地
が
目
立
ち

ま
す
。
文
中
の
（
　
）
は
、
先
月
号
の
表

現
で
す
。

〔
Ａ
〕

　
迫
地
と
派
生
尾
根
の
変
化
点
で
す
。
迫

地
の
上
段
35
か
ら
南
西
側
へ
派
生
尾
根
が

下
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
縄
張
り
を
考

え
る
上
で
、
厄
介
な
地
形
で
す
。
江
栗
城

跡
は
、
要
塞
堅
固
な
山
城
で
す
が
、
こ
の

個
所
と
集
落
側
か
ら
の
２
個
所
で
、
敵
の

侵
入
を
許
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

万
一
の
場
合
、
35
か
ら
迫
地
内
の
27
へ
敵

方
を
追
い
込
む
事
と
、
下
段
40
・
41
に
誘

い
込
ん
だ
敵
方
を
、
上
段
35
か
ら
叩
く
計

画
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

派
生
尾
根
は
、
先
端
部
か
ら
十
分
な
対
策

が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

〔
Ｂ（
第
１
防
衛
ラ
イ
ン
）〕

　
26
〜
７
〜
８
〜
17
は
、
西
登
城
道
と
並

２

30

江栗城跡Ⅲ郭（堀切西下）

区画
38
39
40
41
42
43

 長さ
69
15
40

25.5
50
21

 幅
6.5～4.0
5.0（最大）
6.0～3.0
2.5～2.0
4.0～2.0
2.5～1.0

 比較段
42－38
30－39
35－40
40－41
26－42
38－43

 高低差
4.09
2.83
2.42
1.14
2.09
1.78

   

　
　
　

じ
ょ
う
の
お  

　
ほ
り
き
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　く
び

　
　
　
　
　
　 

よ
う
さ
い
け
ん
ご

　
　
　え

　
　
　
　
　
　 ぐ 

り

　
　
　
　
　  

じ
ょ
う

　
　
　
　
　あ 

と

各区画計測表（単位：ｍ）

大 
田 

幸 

博

（
元・菊
水
町
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
）

歴
史
調
査
の
楽
し
み
方
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